
業務名 バージョン

固定資産税 V2.7

1 賦課台帳で使用する異動事由コード

2 免税点状態を表す区分

3 該当の小字が都市計画税課税対象区域にあるかを表す区分

4 従前地又は仮換地を表す区分

5 土地課税台帳及び家屋課税台帳で使用する異動事由コード

6 共有物件の所有形態を表す区分

7 分筆・合筆異動を表す区分

8 納税義務者の所有状態を表す区分

9 都市計画税の課税対象状態を表す区分

10
土地課税台帳が閉鎖(＝滅失)されているかどうかを区別する区分
該当の画地で評価している物件が存在するかどうかを管理するフラグ
該当物件が閉鎖(＝滅失)状態を表す区分

11 物件が市街化区域内に存在するかを表す区分

12 宅地比準土地状態を表す区分

13 昭和45年評価額の3.3㎡当たりの単価により市街化農地を細分化した区分

14 農業施設用地状態を表す区分

15 特定市街化農地で生産緑地指定を受けているかを表す区分

16 田園住居地域内市街化区域農地区分 田園住居地域内市街化区域農地であるかを表す区分

17 用途変更宅地等の該当状態を表す区分

18 特別土地保有税に関する面積要件を表す区分

19 特別土地保有税に関する猶予・免除内容を表す区分

20 国土調査完了区分状態を表す区分

コード構成表

No. コード名

閉鎖フラグ

宅地比準フラグ

農舎評価区分

生産緑地指定区分

国土調査完了フラグ

保有税区分

用途変更宅地等区分

所有区分

市街化区分

保有税猶予・免除区分

農地区分

備考

都市計画税フラグ

従前仮換地区分

台帳異動事由

共有区分

分合筆原因区分

説明

賦課異動事由

免税点区分

都市計画区分
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業務名 バージョン

固定資産税 V2.7
コード構成表

No. コード名 備考説明

21 農業振興地域を表す区分

22 鉄道沿線にある土地管理状態を表す区分

23 課税標準額の計算方法区分

24 各計算内容における「平均負担水準方式」での算出結果区分

25 小規模・一般・非住宅の課税標準額を区別して管理する為の区分

26 本則となるべき額まで到達しているかを表す区分

27 評価基準上の用途地区区分

28 所有者・納税義務者の内、どちらの構成員の持分情報であるかを区別する区分

29 住民種別を表す区分 APPLIC標準仕様のコード辞書（共通）より引用

30 その他宅地評価を行う際の状況類似地区状況を表す区分

31 各評価替年度の評価方法を表す区分

32 標準地となった土地の形状を表す区分

33 画地情報の使用状態を表す区分

34 画地評価の見直し状態を表す区分

35 宅地の住宅用地特例を判別するための区分

36 設定されている路線が正面・側方・二方の状態を表す区分

37 角地状況を表す区分

38 画地㎡当り評点数を計算する際に補正率として乗算するかを表す区分

39 勧告遊休農地を示す区分

40
増築家屋との関連を持つ物件か否か、また関連を持つ場合においては当該家屋が増築物件であるか否かを識別
するための区分

増築区分

未処理フラグ

住宅区分

路線区分

持分区分

住民種別

角地区分

連乗不要フラグ

遊休農地区分

状類区分

評価区分

形状区分

画地使用方法

異動フラグ

農振区分

鉄道沿線区分

地積明細区分

本則到達区分

用途地区区分

算出区分
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固定資産税 V2.7
コード構成表

No. コード名 備考説明

41 一点単価を取得する際に必要な家屋種類コード

42 家屋の構造を判別するコード

43 家屋の屋根種類を判別するコード

44 現存家屋、滅失家屋を識別するための区分

45 該当家屋の状態を表す区分

46 家屋の建築工法を判別する区分

47 家屋鉄骨材を表す区分

48 貸家状態を表す区分

49 棟数加算状態を表す区分

50 概要調書集計で変動分家屋を正しく振り分けるための区分

51 課税標準額の特例措置を区別する区分

52 軽減状態を表す区分

53 新築軽減対象外を区別する区分

54 税額の軽減を二重登録する際に軽減区分2をどの金額に適用するかを決定する区分

55 軽減区分3計算区分 税額の軽減を三重登録する際に軽減区分3をどの金額に適用するかを決定する区分

56 床面積が10㎡未満の簡易家屋について設計管理費を1.00とした一点単価適用判別を行うためのフラグ

57 償却資産課税台帳で使用する異動事由

58 償却資産の申告方法を表す区分

59 申告書の「短縮耐用年数の承認」状態を表す区分

60 申告書の「増加償却の届出」状態を表す区分

貸家区分

概調修正区分

工法区分

種類区分

家屋鉄骨材区分

登記滅失区分

軽減外区分

軽減区分2計算区分

棟数加算区分

建築区分

家屋構造区分

償却資産管理方法

特例区分

家屋屋根種類区分

軽減区分

一点単価使用フラグ

償却資産異動事由

短縮耐用承認フラグ

増加償却届出フラグ

3ページ



業務名 バージョン

固定資産税 V2.7
コード構成表

No. コード名 備考説明

61 申告書の「非課税該当資産」状態を表す区分

62 申告書の「課税標準額の特例」状態を表す区分

63 申告書の「特別償却又は圧縮記帳」状態を表す区分

64 申告書の「税務会計上の償却方法」状態を表す区分

65 申告書の「青色申告」状態を表す区分

66 価格決定状態を表す区分

67 償却資産申告書作成状態を表す区分

68 償却資産の種類を識別する区分

69 増加償却の届出を行っている資産等の状態を表す区分

70 各資産の評価額最低限度額(取得価額の5％)まで減価償却到達状態を表す区分

71 細目訂正内容を表す事由

72 減少資産の減少状態を表す区分

73 各資産を取得した状態を表す区分

74 画地補正名称を表す区分

75 税の種類を表すコード APPLIC標準仕様のコード辞書（共通）より引用

76 異動の状態を表すコード

77 納付情報を表す種別

78 代納者の区分を表すコード

79 金融機関に口座振替依頼を初めて行なうか否かを表す区分

80 （全銀協）統一金融機関コード APPLIC標準仕様のコード辞書（共通）より引用

中古区分

特別・圧縮フラグ

税務償却方法区分

青色申告フラグ

価格決定区分

申告書不要フラグ

償却資産種類区分

増加減少区分

金融機関

新規振替区分

宛名異動事由

例外耐用年数適用区分

最低残存到達フラグ

画地補正名称区分

税目

納付異動事由

代納者区分

非課税フラグ

特例フラグ

細目訂正事由
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固定資産税 V2.7
コード構成表

No. コード名 備考説明

81 （全銀協）統一店番号 APPLIC標準仕様のコード辞書（共通）より引用

82 （全銀協）預金種目 APPLIC標準仕様のコード辞書（共通）より引用

83
共有代表者を表す区分
※一般共有の場合のみ設定

84 各業務ユニットを表すコード APPLIC標準仕様のコード辞書（共通）より引用

代表区分

口座種別

業務ユニット

支店
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